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号

日

内閣総理大臣殿

法務大 臣ー

別紙の理由により，国家公務員法第81条の3第1項に基づき東京高等検察

庁検事長黒川弘務を令和2年8月7日まで勤務延長させることが必要と認めら

れますので，閣議の上，然るべくお取り計らい願います。
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別紙

東京高等検察庁管内において遂行している重大かつ複雑困難事件の捜査公判

に対応するためには，同高等検察庁検事長黒川弘務の検察官としての豊富な経

験・知識等に基づく管内部下職員に対する指揮監督が必要不可欠であり，同人

には， 当分の間， 引き続き同検事長の職務を遂行させる必要がある。
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〔
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青森地検弘前支部長
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法務省大臣官房司法法制部司法法制課長

法務省大臣官房参事官（総合調整担当）

法務省刑事局総務課長
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松山地検検事正
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東京高検検事長
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私は， 国家公務員法第81条の3第1項の規定に基づき，令

和2年8月7日まで勤務延長されることに同意します。
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別紙の理由により，国家公務員法第81条の3第1項に基づき東京高等検察

庁検事長黒川弘務を令和2年8月7日まで勤務延長させることが必要と認めら

れますので，閣議の上，然るべくお取り計らい願います。
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別紙

東京高等検察庁管内において遂行している重大かつ複雑困難事件の捜査公判

に対応するためには，同高等検察庁検事長黒川弘務の検察官としての豊富な経

験・知識等に基づく管内部下職員に対する指揮監督が必要不可欠であり，同人

には，当分の間， 引き続き同検事長の職務を遂行させる必要がある。
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私は， 国家公務員法第81条の3第1項の規定に基づき，

和2年8月7日まで勤務延長されることに同意します。
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